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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸化によって劣化する物質を収容する貯蔵寿命の長い使い捨てパッケージであって、
　遷移金属の酸素捕捉剤を含む酸素捕捉剤と、実質的に酸素を通さない容器とを備え、
　上記容器は容器内に掛けられたフィルターを有し、このフィルターが、物質を保持し、
　上記容器は上記フィルター用のサポートをも上記フィルターの下方に保持し、上記サポ
ートが上記酸素捕捉剤を保持し、
　上記サポートが第一側と、上記第一側の反対側の第二側とを含み、
　上記サポートが、上記第一側と上記第二側の少なくともいずれか一方に形成された溝に
、上記酸素捕捉剤を収容し、
　上記溝がガス透過性で水不透過性のフィルムによって覆われ、
　上記サポートが上記フィルムによって覆われていない排水穴を備えていることを特徴と
するパッケージ。
【請求項２】
　上記溝はさらに、二酸化炭素を吸収した時に水分を発生させる二酸化炭素吸収剤を収容
することを特徴とする請求項１に記載のパッケージ。
【請求項３】
　上記遷移金属が元素状態の鉄であり、上記酸素捕捉剤が水で活性化されることを特徴と
する請求項１に記載のパッケージ。
【請求項４】
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　上記物質がコーヒーであり、上記捕捉剤がコーヒーの酸素吸収速度より少なくとも１０
倍の速度で酸素を吸収することを特徴とする請求項１に記載のパッケージ。
【請求項５】
　上記酸素捕捉剤が活性剤と塩と鉄を含むことを特徴とする請求項１に記載のパッケージ
。
【請求項６】
　上記サポートが排出を助けるための波状またはギザギザの縁を備えていることを特徴と
する請求項１に記載のパッケージ。
【請求項７】
　上記サポートが、上記容器の底部の上にあることを特徴とする請求項１に記載のパッケ
ージ。
【請求項８】
　上記二酸化炭素吸着剤は、水酸化カルシウムまたは水酸化マグネシウムを含むことを特
徴とする請求項２に記載のパッケージ。
【請求項９】
　上記酸素捕捉剤が、酸化カルシウムまたは酸化マグネシウムの粉と、シリカゲル中の水
分を含有し、これらが反応して水酸化カルシウムを生じさせることを特徴とする請求項１
に記載のパッケージ。
【請求項１０】
　酸素、二酸化炭素、水蒸気およびそれらの混合物から選択される気体物質に晒されるこ
とによって劣化する物質を収容する貯蔵寿命の長い使い捨てパッケージであって、
　実質的に酸素、二酸化炭素および水蒸気を通さない容器を備え、
　上記容器は容器内に掛けられたフィルターを有し、このフィルターが、上記物質を保持
し、
　上記容器は上記フィルター用のサポートをも上記フィルターの下方に保持し、
上記サポートが酸素捕捉剤吸収剤、二酸化炭素吸収剤、水吸収剤、およびそれらの混合物
の群から選択された吸収剤材料を保持し、
　上記サポートの外縁が上記容器の底部に載置され、
　上記サポートが隆起した中間部を含み、この隆起した中間部が上記外縁の間に配置され
上記外縁よりも上記容器の底部から離れており、
　上記隆起した中間部が上記フィルターに接し、上記フィルターを支持することを特徴と
するパッケージ。
【請求項１１】
　上記サポートの上記隆起した中間部がさらにカップを備え、そのカップが吸収剤物質を
収容し、上記カップと上記外縁との間の弧状部分が排水穴を有することを特徴とする請求
項１０に記載のパッケージ。
【請求項１２】
　上記サポートが椀の形状を成し、弧状の側部が上記外縁から上記隆起した中間部まで延
びていることを特徴とする請求項１０に記載のパッケージ。
【請求項１３】
　上記サポートが、酸素捕捉性粒子と混合されたポリマーを備えていることを特徴とする
請求項１０に記載のパッケージ。
【請求項１４】
　上記カップがスナップ止めの酸素透過性カバーを有していることを特徴とする請求項１
１に記載のパッケージ。
【請求項１５】
　上記吸収剤材料が、酸素と二酸化炭素を通し液状の水を通さない小袋内に入れられてい
ることを特徴とする請求項１１に記載のパッケージ。
【請求項１６】
　上記サポートが、除湿剤を含むポリマーによって形成されていることを特徴とする請求
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項１０に記載のパッケージ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主として、貯蔵容器またはパッケージ内の食品における、酸素及び／又は二
酸化炭素の吸収および相対湿度の調整／水分活性の制御に関する。本発明は、特に、使い
捨て（１回限りの使用：single use）の食品容器の貯蔵期間における酸素の吸収、または
二酸化炭素の吸収、または酸素捕捉と二酸化炭素捕捉の組合せに関する。
【背景技術】
【０００２】
　食品のパッケージにおいて、一部の食品は、貯蔵中に酸素と反応して劣化することが知
られている。その対策として、密封前にパッケージを真空排気して、酸素を低減および／
または除去したり、食品にワックスをコーティングしたり、貯蔵温度を下げていた。野菜
および動物性の食品材料のパッケージに酸素捕捉剤を利用することも公知である。挽いた
コーヒーの酸化防止には特に関心が寄せられている。酸化が製品の香りや味を低減させる
ためである。できる限り多くの酸素を除去するため、コーヒーの真空パックや窒素充填包
装がなされてきた。
【０００３】
　呼吸したり、焼いたり、または炒る（焙煎する）過程で、二酸化炭素等の揮発性物質を
放出する食品もある。特にコーヒーであるが、炒ったナッツ類も、炒る際にかなりの量の
二酸化炭素を産生する。コーヒーの生産者は、パッケージの膨張および／または破裂を避
けるために、コーヒーを詰める前にコーヒーから二酸化炭素を排出させたり、通気孔を設
けたりする必要があった。二酸化炭素排出に必要な時間が経過する間に、香味成分を逃が
してしまう可能性がある。二酸化炭素捕捉剤を使用すれば、焙煎後直ちにコーヒーを詰め
ても、二酸化炭素ガスが蓄積されることはない。気体排出のための曝し過程が不要なため
、不経済な処理時間を削減することができるのみならず、コーヒー製品の官能プロファイ
ルに好ましい特徴を与える成分／揮発性物質を、一緒に排気することなく、保持すること
ができる。
【０００４】
　焙煎したての入れたてのコーヒーの、独特で特徴的な風味は、主として焙煎の過程で形
成される成分によるものである。下記の文献参照。
　W. Baltes et al『J. Agric. Food Chem（農業食品化学誌）.』35(3): 340-6(1987)。
　W. Baltes et al『Z. Lebensm. Unten. Forsch.』184(3): 179-86(1987)。
　W. Baltes et al『Z. Lebensm. Unters. Forsch.』184(6): 478-84(1987)。
　W. Baltes et al『Z. Lebensm. Unten. Forsch.』185(1): 5-9(1987)。
　W. Baltes et al『Z. Lebensm. Unters. Forsch.』184(6): 485-93(1987)。
　R. J. Clarke『Coffee第2巻Technology』。
　Clarke and Macrae ed. 1987 レディング大学、食品科学部. Reading。
　I. Flament・ C. Chevallier「Analysis of Volatile Constituents of Coffee Aroma
（コーヒーの芳香の揮発性成分の分析）」Chern. Ind.(London（ロンドン）) 1988。
　R. Tressl「Formation of Components in Roasted Coffee（焙煎コーヒーの成分の形成
）」Thermal Generation of Aromas（香りの熱生成）。
　Parliment ed. 1989 American Chemical Society(米国化学会). Washington, D.C.（ワ
シントンD.C.）。
 生のコーヒー豆を焙煎すると、豆の中のアミノ酸、糖質、脂質およびリグニンが分解し
て、互いに反応し、ほぼ無臭の数千の化合物が形成される。この中に、臭気活性化合物の
小さな集団がある。これらの臭いの一部については化学構造が知られているが、ほとんど
はまだ表現されておらず、あるいは少なくとも、既知の化合物の臭いの相対的重要性はま
だ明らかに示されてはいない。一般的に受け入れられているのは、焙煎直後のコーヒーの
香りが最も好ましい状態にあるということである。数時間以内または数日以内に好ましい
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香りの量が明らかに減少し、数々の好ましくない臭いが感じられるようになる。この風味
の変化の化学には、焙煎中に風味を形成したのと同様の遊離基反応が関与しているものと
考えられる（米国特許第５，０８７，４６９号第1欄、９～３８行を参照）。
【０００５】
　加えて、挽きたての焙煎したコーヒーおよびナッツ類は、非常に香り高い。これらの望
ましい風味の香りは揮発しやすく、挽いてからパッケージングまでの損失時間がわずかで
もあれば風味を減じ、消費者に受け入れられにくくなる。焙煎直後に二酸化炭素もまた放
出されるため、処理者はパッケージング前に二酸化炭素を逃がさなければならない。さも
ないと、パッケージが膨張する危険性があり、破裂する可能性もある。二酸化炭素を吸収
する方法は、焙煎したてのコーヒー、その他の食品を直ちにパッケージングし、製造の時
間と空間を節約し、現在市販されているいかなる製品よりも優れた製品を提供することを
可能にする。
【０００６】
　酸化を抑制するための取り組みとして試みられてきたものは、処理過程での酸化防止剤
の使用である。たとえば、米国特許第５，３８４，１４３号には、コーヒー抽出物を急速
に２０℃未満に冷却し、その冷却された抽出物に、エリソルビン酸、アスコルビン酸およ
びそれらの水溶性塩から選択された酸化防止剤を添加する工程が記載されている。その後
、無酸素の環境でその抽出物を缶に満たす。この技術は全工程を不活性ガス雰囲気の中で
行うよりも費用はかからないが、問題がある。特に問題となるのは、コーヒーは強力な酸
化防止剤であり、食品用に通常用いられるほとんどの酸化防止剤よりも速く酸素を捕捉で
きることである。そのため、上記特許に記載された酸化防止剤は幾分かの酸素を除去する
ものの、コーヒーが、存在する酸素の大部分を捕捉するのを防ぐことができるほど強力で
はない。その結果、コーヒーは酸化による損傷を受ける（米国特許第６，０９３，４３６
号第1欄５４行～第２欄２行を参照）。
【０００７】
　さらなる対策として、酵素系が用いられてきた。たとえば、グルコースオキシダーゼお
よびアルコールオキシターゼをベースとした酵素系の使用が提案されている。しかし、酸
素による劣化はそれでも起こるため、酵素系が適切であるとの検証はなされていない。ま
た、これらの酵素系は過酸化水素を生成することが多いが、過酸化水素は望ましくない（
米国特許第６，０９３，４３６号第２欄３～８行を参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明は、比較的安価で、それ自身酸化防止剤である飲料成分から酸素を
除去するのに十分強力な抗酸化システムを提供することを目的とする。
【０００９】
　不可逆的に二酸化炭素を吸収し、食品の風味が最も良い焙煎直後に食品をパッケージン
グすることを可能にする、有効な方法を提供することが求められている。
【００１０】
　特に、挽いたコーヒー入りの使い捨て容器の貯蔵技術の向上が求められている。また、
底部に穴を開けて排水口を形成する際にフィルターに穴が開いてしまうのを防ぐことが求
められている。長期間の貯蔵の後、フィルターバッグが垂れ下がり、穴が開いてしまうこ
とがあることが知られている。使い捨てのコーヒー容器は家庭や職場で利用されているが
、必ずしもきちんと在庫管理されている訳ではなく、そのため、長期間棚に置かれたまま
にされることがある。また、酸素や窒素の非常に少ない雰囲気で使い捨て容器をパッケー
ジすることは、経済的ではない。通常、使い捨てのコーヒー容器は、容器中の空気に約３
－５重量％の酸素を含んでいる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、酸化によって劣化する哺乳類摂取用の物質を収容する貯蔵寿命の長いパッケ
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ージを提供する。このパッケージは、遷移金属の酸素捕捉剤を含む酸素捕捉剤と、実質的
に酸素を通さない容器とを備えている。この容器は容器内に掛けられた（吊持された；su
spended）フィルターを有し、このフィルターが、哺乳類摂取用の物質を保持している。
この容器はまた、フィルターの下方にフィルターのサポートを保持し、このサポートが上
記酸素捕捉剤を保持している。
【００１２】
　別の実施例において、本発明は、二酸化炭素の放出によって劣化する哺乳類摂取用の物
質を収容する貯蔵寿命の長いパッケージを提供する。このパッケージは、二酸化炭素捕捉
剤と、実質的に二酸化炭素を通さない容器とを備えている。この容器は容器内に掛けられ
た（吊持された；suspended）フィルターを有し、このフィルターが、哺乳類摂取用の物
質を保持している。この容器はまた、フィルターの下方にフィルターのサポートを保持し
、このサポートが上記二酸化炭素吸収剤を保持している。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明で用いる容器の平面図である。
【図２】同容器の側面図である。
【図３】従来のすぐに入れられる（ready-to-brew）コーヒー容器の、図２中Ａ－Ａ線に
沿う断面図である。
【図４】酸素捕捉特性を有する本発明のサポートの平面図である。
【図５】同サポートの断面図である。
【図６】同サポートの別の断面図である。
【図７】酸素捕捉剤または二酸化炭素捕捉剤、湿度調整剤、または捕捉剤と湿度調整剤と
の組合せ、を収容するサポートを利用した本発明の実施例を示す図である。
【図８】酸素捕捉剤を入れるためのカップ付きサポートの平面図である。
【図９】同サポートの断面図である。
【図１０】酸素捕捉剤または二酸化炭素吸収剤を含む小袋を装備したサポートの断面図で
ある。
【図１１】図１０のサポートを有する、すぐに入れられる容器の断面図である。
【図１２】サポートの縁部が変則的形態であってもよいことを示す図である。
【図１３】サポートの縁部が変則的形態であってもよいことを示す図である。
【図１４】一体成形されたカップを有する凹状のサポートを備えた、別の実施形態を示す
図である。
【図１５】同実施形態を示す図である。
【図１６】本発明の別の底部設置サポートを示す図である。
【図１７】同底部設置サポートを示す図である。
【図１８】同底部設置サポートを示す図である。
【図１９】同底部設置サポートを備えた、容器の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明は、従来技術よりも多くの利点を有している。本発明は、能動的成分が食品や医
薬品の鮮度を効果的に維持するようなパッケージングシステムの形成を可能にする。本発
明は、容器の機能やデザインを変えることなく、貯蔵寿命の長い、使い捨てのすぐに入れ
られるコーヒー容器の形成を可能にする。さらに、本発明の容器は廉価であり、本発明の
吸着剤容器は、酸素捕捉剤および容器のために、生分解性（生物分解性：biodegradable
）の物質を利用してもよい。捕捉剤は、異なる食品容器毎に、酸素捕捉、二酸化炭素捕捉
、および／または吸湿の必要に応じて、特に望ましい形態で提供してよい。本発明のサポ
ートは酸素捕捉剤および／または二酸化炭素吸収剤を保持するだけでなく、カップの底部
に穴を開ける時にフィルターに穴が開いてしまうのを防ぐ。本発明の実施例が、以下の詳
細な記述および図面により明らかになるであろう。
【００１５】
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　「哺乳類が摂取可能な物質」という表現は、スープ、コーヒー、茶等の食品を含むとと
もに、本発明のフィルターカップから取り出した後に飲む（又は摂取する）医薬品を含む
。通常用いられる液体は水であるが、人が摂取可能な、乳児用ミルク、フルーツジュース
、エチルアルコールおよびプラズマ（血漿、リンパ漿、乳漿）等の液体を用いてもよい。
「吸着剤（sorbent）」、「吸収剤（absorber）」および「吸収剤(absorbent)」という用
語は、酸素、二酸化炭素または水蒸気を捕捉（吸収）する物質を示すために用いられてい
る。人が好ましい哺乳類であるが、動物用の飲料および医薬品を、犬、牛、猫、馬等の動
物用にパッケージしてもよい。
【００１６】
　蓋となるフィルム付のカップに保存される、使い捨てのすぐに入れられるコーヒーの形
成は、非常に成功している。しかし、カップを棚の上に長期間保存する時は、コーヒーの
芳香とコーヒーの風味を保持することは難しい。すぐに入れられる容器は、頂部と底部に
穴を開けることにより、水を入れ、挽いたコーヒーとフィルターを通過させ、抽出後に、
カップの底部を通過させるようにする。コーヒーの芳香と風味の劣化は、一部は酸化によ
るものであり、一部は揮発によるものである。カップは通常不活性な環境でパックされる
が、約５％までの残留酸素を含む空気が残っている。窒素フラッシュによって更に酸素を
減らす方法は、費用がかさみ、パッケージが複雑になることから、実際的ではない。本発
明は、すぐに入れられる容器のデザイン変更が不要な、費用効率の高い解決策を提供する
。コーヒーマシンは公知のデザインのカップを収容するように設計されているため、カッ
プのデザインを変更することは実際的ではない。さらに、カップは一回使用しただけで廃
棄されるため、生分解性材料を用いることが望ましい。
【００１７】
　図１および図２は、すぐに入れられるコーヒー容器１０の平面図および側面図である。
容器１０は蓋１２および外側部（exterior side）１４を有している。使用の際には蓋１
２と底１６に穴を開ける。蓋１２を通して水を注入し、底部１６からコーヒーを取り出す
。断面の線Ａ－Ａは容器１０のほぼ中央を通っている。
【００１８】
　図３は、従来の、すぐに入れられる容器１０の断面図である。容器１０は、符号２２の
位置で容器の側壁１４（side wall）に溶着（seal）されたフィルター１８を有している
。容器内のコーヒーの高さ位置を符号Ｍで示す。使用時に、容器の蓋１２に図示しない手
段によって穴を開け、熱い湯を容器に注入する。容器の底１６にも図示しない手段によっ
て穴を開け、コーヒーを底から取り出す。フィルターはカップを二つの空間ＡとＢに分け
る。上記のとおり、本発明はすぐに入れられるコーヒー容器、他の食品用容器および医薬
品用容器の改良に関する。本発明の構造において、先行技術のカップと同等部分について
は、図３と同一の符号を付す。
【００１９】
　図４と図５は、本発明のサポート２２の平面図および断面図である。サポートは溝２８
，３２を有している。サポートにはさらに排水穴３６が設けられている。図６の断面図で
は、サポート２２にはガス透過性で水不透過性のフィルム３４が設けられている。さらに
、溝２８，３２には、粒子状の酸素捕捉材料および／または二酸化炭素吸収材料を充填す
る。図６は、溝２８，３２に粒子状の吸収剤を満たしたサポート２２を示している。そし
て、吸収剤とサポート２２をフィルム材料で覆う。このフィルム材料は、水は通さないが
、酸素、二酸化炭素等のガスを通す。フィルムを予め寸法通りに切っていない場合には、
サポートに載せた後、フィルムを切り抜き、穴３５を開ける。
【００２０】
　図７は、サポート２２を空間“Ｂ”に挿入した、本発明の実施例の断面図を示す。この
サポート２２は、溝２８，３２の中に、塩と電解質と組み合わせた鉄等の酸素吸収剤２６
を含んでいる。溝２８，３２は、ガス透過性で水不透過性のフィルム３４で覆われている
。中央の排水穴３６がコーヒーの取出部を提供する。排水穴３６は透過性フィルムによっ
て覆われてはいない。溝２８，３２の中の物質が、貯蔵中、酸素を急速に吸収する。酸素
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の急速吸収は有益である。なぜならば、コーヒーもまた酸素を吸収するが、サポート２２
中の酸素捕捉剤はコーヒーの少なくとも１０倍は酸素吸収速度が速いからである。フィル
ム３４は、水蒸気透過性であるが水不透過性の材料で形成されている。このフィルムは、
沸騰するお湯の温度より高温でも変化しない。
【００２１】
　図８および図９はサポート４０を示している。このサポート４０は、サポートの穴４１
にカップ４２を有している。サポート４０は多数の小さな排水穴４４を有している。サポ
ート４０には、穴４１にはめ込まれたカップ４２が設けられている。図９に示すとおり、
サポートは、ガス透過性のカバー４８によって覆われたカップ４２を有している。カップ
は粒子状の酸素捕捉剤および／または二酸化炭素捕捉剤４６を収容している。ガス透過性
のフィルムまたはカバーは、TyvekまたはGore-Texのようなガス透過性フィルムまたは不
織布で形成してよい。図１０はカップ４２を含むサポートを示している。粒子状の吸収剤
を入れた小袋５４がカップ４２の中に入っている。小袋は透過性フィルムまたは布（fabr
ic）によって形成されている。図１１は、使い捨てのすぐに入れられるコーヒー容器に用
いられるサポート４０を示している。
【００２２】
　サポートは、底部１６に向かうにつれて細くなる使い捨てコーヒー容器１０内に、重力
によって保持されるように設計されている。容器の側面に、サポートを載せる係止部（st
op）を成形することも出来る。サポートを接着剤で保持してもよい。さらに、サポートの
縁部をギザギザ状または波状にして、使い捨て容器からコーヒーを排出しやすいようにす
ることも可能である。図１２はサポートの波状の縁を示す。図１３はサポートのギザギザ
の縁を示す。溝付きサポート２２に孔を開けて、コーヒーを排出しやすいようにするのも
望ましい。孔開けは、溝に充填し、カバーで覆った後に行う必要がある。
【００２３】
　図１４は、凹状のサポート６４を示す。このサポート６４は、サポート６４と一体成形
されたカップ４２を有する。凹状のサポート６４は、パッケージの上から見たとき凹状に
なるように、取り付けられている。凹状のサポートは、サポートをカップ内でセンター出
しするのを助ける。サポート６４の平面図である図１５には、コーヒーが通過するための
複数の大きな排水穴６６が示されている。カップ４２は、前記の粒子状の物質を充填した
後、布（fabric）で覆ってもよい。あるいは、カップが、捕捉剤および／または吸収剤を
含む小袋、カプセルまたはポリマー部材を収容してもよい。カップはさらに、スナップ嵌
め式のガス透過性かつ液体不透過性の蓋を有していてよい。
【００２４】
　図１６～図１８は、本発明のサポート７０の実施例を示している。このサポート７０は
、排水のためのスロット７２を有している。図１７はサポートを上方から見た斜視図であ
り、図１８はサポートを下方から見た斜視図である。サポート７０は容器の底部に載せる
設計になっており、サポートの外輪７８の底面７６が容器の底部１６に接するようになっ
ている。輪７８の上面は面７７である。カップ４２に入れた吸収剤または捕捉剤を封止す
るために、カップ４２は、面８２に貼り付けたガス透過性フィルムを有していてよい。蒸
気透過性材料のスナップ式キャップが好ましい実施例である。カップ４２は、酸素捕捉剤
、二酸化炭素吸収剤、水吸収剤、または人が摂取可能な物質のためのその他の処理剤を収
容する。カップ４２のキャップ８２は、カップ４２に溶接されていても、スナップ式に留
められていても、接着剤で接合されていてもよい。さらに、サポート７０に開口を設け、
予め形成された処理材の缶を、好ましくはスピン溶接で接合させてもよい。サポートの形
成を容易にするため、カップ４２にガス透過性のスナップ嵌め式キャップ８２を用いるの
が好ましい。
【００２５】
　図１９は、サポート７０を用いた容器の断面図である。図に示すとおり、サポート７０
は、サポートの面７６で容器の底部１６に載っている。カップ４２は透過性キャップ８２
を有している。カップ４２は吸収性部材８４を含んでいる。
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【００２６】
　サポート、またある場合には吸収剤のキャリアと呼んできたが、フィルターがサポート
に接するのは濡れた時だけである。一部の摂取可能な物質、とくに完全に溶ける物質では
、サポートが全くフィルターに触れないこともあり得る。しかし、そのような場合であっ
ても、サポートは酸素、二酸化炭素等のガスの制御を提供し、フィルターが部分的に容器
の縁から離れても、フィルターを支持する。
【００２７】
　上記の図面は粒子状吸収剤を示しているが、吸収剤をプラスチックフィルムの中に一体
化したり、透過性カプセルの中に入れたり、タブレット状に圧縮成形することも可能であ
る。このタブレットをガス透過性のフィルムまたはコーティングで覆うことが出来る。タ
ブレット、フィルム片、押出されたポリマーまたは図示した小袋を、サポート４０のカッ
プに入れることが出来る。
【００２８】
　カップ４２はサポート４０に挿入された別体の部材として示されている。スピン溶接、
超音波溶接または圧入により、カップをサポートに保持してもよい。しかし、別の好まし
い実施形態においては、カップをサポートと一体に成型することが出来る。さらに、サポ
ート自体を、酸素捕捉剤、二酸化炭素吸収剤または除湿材を含有するポリマーで形成する
ことも可能である。サポート自体を、酸素および／または二酸化炭素を吸収する材料で形
成する場合は、サポートにコーヒー排出用の穴を形成すること、および／または図１２、
図１３および図１６～図１８に示すように、サポートの縁部を変則的な形態にすることの
みが必要となろう。カップは不要となる。さらに、いくつかの実施例で、カップの高さが
サポートの厚さとほぼ同じであるように描かれているが、より多くの吸収剤を入れるため
に、より深くすることが出来る。さらに、カップをプラグや嵌め込み式のカバーで閉じる
ことが出来る。カップはまた、予め形成されたガス透過性の缶をサポートに接着したもの
であってもよい。
【００２９】
　上記酸素捕捉剤の代わりに、または酸素捕捉剤に加えて、上記小袋、溝、フィルムまた
はカップは、コーヒーから放出される二酸化炭素を吸収可能な二酸化炭素捕捉剤を収容し
てもよい。この二酸化炭素捕捉剤は、コーヒーを焙煎後短時間でパッケージすることを可
能にし、それにより、揮発による風味の損失を最小化する。二酸化炭素吸収性小袋を上記
酸素吸収性小袋に加えて使用してもよい。
【００３０】
　上記捕捉剤の代わりに、または捕捉剤に加えて、この小袋、溝、フィルムまたはカップ
は湿度調整剤を収容してもよい。この湿度調整剤は、コーヒー、またはインスタントティ
ー等の他の食品の水分活性を最適水準に維持可能で、風味成分の抽出可能性に悪影響を及
ぼす過度の乾燥または湿気を避けることができる。
【００３１】
　上記容器には、カップ４２内に酸素吸収性フィルムその他の吸着性フィルムが設けられ
ていてよい。このフィルムは、成形、積層または押出コーティングでカップに装着しても
よいし、あるいは、予め成形して、接着剤、超音波溶着（ultrasonic sealing）または熱
溶着(heat sealing)によってカップに取り付けてもよい。酸素吸収性フィルムは、酸素吸
収剤を内層に配した多層構造を成していてもよい。このフィルムに図示しない耐摩耗性層
または滑性層が設けられていてもよい。これらの層は、耐摩耗性または滑らかさを提供し
、酸素吸収（酸素捕捉）物質がフィルターの動きによってフィルムから除去されてしまう
事態を予防する。この耐性層または滑性層は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリアミ
ドおよびそれらのコポリマーで形成されていてよい。摩擦係数を０．５以下、好ましくは
０．３以下にするように、通常のスリップ剤をコーヒーと接する層に添加してもよい。酸
素吸収フィルムに関して述べてきたが、二酸化炭素吸収物質だけを含むフィルムであって
もよい。さらに、二酸化炭素吸収物質と酸素吸収物質の両方を含むフィルムであってもよ
い。
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【００３２】
　酸素捕捉剤その他のガス吸収剤がカップ４２内に配置されていてよい。設置方法として
は、さまざまは技法を用いてよいが、ホットメルト接着剤に用いられるような押し出し技
法を用いれば、速く、製造中にサポート４０がカップに入れられる前に行うことができる
。押し出し材料としては、その場で硬化するホットメルトポリマー、プラスチゾル材料等
がある。
【００３３】
　本発明において、酸素捕捉剤、二酸化炭素吸収剤、水蒸気吸収剤その他の吸着剤を担持
するキャリアおよび吸収剤フィルムポリマーとしては、適した樹脂であれば何を用いても
よい。ポリマーは、容器の使用中にインスタントコーヒー、ココアその他の食品に吸着剤
が入り込まないように、吸着剤を担持する。酸素捕捉品および吸着品を作るために用いら
れるポリマーは、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）等のありふれたポリオレフィン、高密
度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリスチレン（ＰＳ）、高衝撃
ポリスチレン（ＨＩＰＳ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリメタクリル酸メチル（ＰＭ
ＭＡ）およびその派生物またはコポリマー等でよい。　
【００３４】
　本発明の容器およびキャリアに適した生分解性ポリマーは、再生可能資源から作られた
通常のポリマーと、ポリ乳酸コポリマー、熱可塑性でんぷん等のでんぷんベースのポリマ
ー、ポリヒドロキシアルカノエート(ＰＨＡ)、ポリヒドロキシブチレート(ＰＨＢ)等の生
物分解性ポリマーとを含む。ポリ酸化エチレン、ポリビニルアルコール（ＰＶＯＨ）等の
石油ベースの生分解性ポリマーもまた含まれる。
【００３５】
　本発明においては、押出成形、射出成形、押出コーティング、ラミネーション、タブレ
ット成形および混合を含む一般的なプラスチック物品の製造工程を用いて、酸素捕捉剤、
二酸化炭素吸収剤および湿度調整剤を含む吸着剤構造を形成する。
【００３６】
　食品用の容器の利用に関して本発明を述べてきたが、本発明の概念および容器は、他の
用途にも適している。水その他の液体を容器に収容された物質に加え、容器を通過後に、
溶解または分散した食品とともに液体を取り出すような、他の食品での使用にも適してい
るのである。そのような物質の典型としては、茶、ココア、牛乳成分およびスープが挙げ
られよう。この容器はまた医薬品にも用いることができる。すなわち、固体として出荷さ
れ、フィルター内にあるその固体にキャリヤー液を通過させ、医療用液体を作る。この例
としては、モルヒネおよび塩酸メタドン等の粉末状の麻薬、放射線トレーサーとして用い
られる物質等の薬品が挙げられる。この容器はまた、アルコール飲料用のミキサーにも利
用できる。
【００３７】
　本発明による、捕捉剤物質を容器に設置する方法は、湿気に敏感な製品のパッケージン
グにも用いることができる。そのような製品には、多数の医薬品および食品が含まれる。
小麦粉、飲料の素、ゼラチンデザートの素および塩等の調味料等の食品は、容器中に湿気
が存在すると、劣化し易い。カップ４２は香料または調味料も含んでいてもよい。米国特
許第５，３２２，７０１号（Ｃｕｌｌｅｎ）に開示されたような吸湿物質は、参照により
組み込まれるが、そのような物質の長期保存を可能にするため、容器に入れてもよい。パ
ッケージ中の湿度を調整するために、吸湿剤を用いてよい。米国特許第５，３２２，７０
１号は、シリカゲル、粘土（cray）、分子篩（molecular sieve）、バーミキュライト、
活性炭および珪藻土等の吸湿剤を開示している。
【００３８】
　使い捨てのすぐに入れられるコーヒー用のサポート中またはサポートカップ内に配置す
るための、固体の酸素吸収性組成物（composition）の製造方法を以下に記す。
【００３９】
　酸素捕捉剤は、粉末混合物、または粒子と結合剤を圧縮して得られた加圧固形体の形態
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を有していてもよい。圧縮または加圧された酸素吸収性のディスク、タブレットまたはカ
プセルの製造方法は、以下のとおりである。鉄粉をベースとする粉末吸収剤と、電解質と
しての塩化ナトリウムと、水分キャリアとしてのシリカゲルと、あまり高温に加熱する必
要のない結合剤（バインダー）との混合物を形成する。この結合剤としては、１平方イン
チ当たり３，０００～５０，０００ポンドの圧力下で軟化するポリエチレン微粉末を用い
ることができる。上記配合物を加熱して、上記結合剤を凝固または硬化させることもでき
るが、湿度をキャリア内に保持するために、水の沸点以上に加熱することはできない。好
ましい配合の重量比は、ポリエチレン約１８％、鉄粉約４０％、シリカゲル約３０％、水
約８％、塩化ナトリウム約２％である。軟化点が水の沸騰する温度よりも高い樹脂結合剤
を用いるのが最適である。
【００４０】
　酸素吸収コンパウンドの１つの製造方法は、酸素吸収組成物を熱可塑性材料に入れ、こ
れにより、その酸素吸収コンパウンドを液体としてカップ４２内に充填し、凝固または硬
化させることができるようにする方法である。その重量による組成は、熱可塑性樹脂約４
０％、鉄粉約３０％、シリカゲル約２０％、水約９％、塩化ナトリウム約１％である。樹
脂の多孔性を増し、酸素吸収速度を高めるために、ＣａＣＯ３、粘土、タルク等の添加剤
を用いてもよい。この組成物は、カップ内に沈着させることができ、またはテープ状にし
てカップ内に配置してもよい。熱可塑性樹脂は、酢酸ビニル、エチル酢酸ビニル、ポリウ
レタンまたはこれらの組合せであってよい。
【００４１】
　酸素吸収組成物のもう１つの製造方法は、酸素吸収組成物をポリ塩化ビニルプラスチゾ
ルに分散させる方法である。これらのプラスチゾルは、キャップの裏打ち材およびキャッ
プやジャーの蓋のパッキング材として用いられる。そして、この酸素吸収プラスチゾル組
成物を、カップ４２内に配置することができる。この組成物は半液体で、カップ４２内に
充填し、凝固させることができる。このプラスチゾルは、高密度ポリエチレン、高密度ポ
リプロピレン、アクリル・酢酸ビニル・エチレンコポリマー、エチレン酢酸ビニル、酢酸
ビニルホモポリマー、酢酸エチレンコポリマー、可塑化塩化ビニル、酸化ポリエチレンホ
モポリマー、およびポリウレタンの中から選択してよい。好ましいプラスチゾルはポリ塩
化ビニルである。ポリ塩化ビニルは、食品と反応せず、沸騰するお湯の温度に耐性を有す
るからである。上記酸素吸収組成物を重量で７５％まで配合してよく、残り２５％はポリ
マーとする。配合の一例は、ポリ塩化ビニルプラスチゾル１０．３５ｇ、２重量％の塩化
ナトリウムを含む鉄粉１２．５１ｇである。　
【００４２】
　プラスチゾル物質の実例として、１０．３５ｇのポリビニルプラスチゾルを、２重量％
の塩化ナトリウムを含む１２．５１gの２００メッシュ鉄粉と混合した。混合は、電動高
速ミキサーで行った。その結果生成された組成物の試料をカップ４２にコーティングした
。時間経過に伴う酸素吸収速度を測定した。
【表１】

【００４３】
　試験容器は空気５００ｃｃまたは酸素１００ｃｃを含んでいた。試験は室温で、試験容
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器の中に湿気の源を置いて行った。
【００４４】
　カップ４２に配置するもう一つの発明の組成物は、吸着剤組成物を、乳濁（エマルジョ
ン；emulsion）、分散(dispersion)、懸濁(suspension)等による混合物のような多成分キ
ャリアに分散させて成る。このような多成分系に吸着剤を分散させることによって得られ
る組成物は、酸素捕捉剤または吸着剤のコーティングとして、カップ４２に簡単に塗布す
ることができる。これらコーティングタイプは、より多くの酸素吸収組成物を含有するこ
とができ、より高い酸素透過性を備えることができる。上記水ベースの系を完全に乾燥さ
せないことによって、自己活性化、自己反応性の酸素吸収コーティングを得ることができ
る。ブドウ糖酸化酵素（グルコースオキシダーゼ）は、鉄の代わりに用いることができる
。キサンタンガムのエマルジョン、アルギン酸のエマルジョンまたは微結晶性セルロース
系を用いてもよい。この系に鉄ベースの酸素吸収系を活性化させるための水が含まれてい
てもよい。水中でのアクリルポリマーのエマルジョン、水中でのポリ酢酸ビニルのエマル
ジョン、水中での酢酸ビニルエチレンコポリマーのエマルジョン等の、接着剤ベースのエ
マルジョン（乳濁液）を用いることもできる。酸素吸収組成物は、鉄粉に電解質としての
塩化ナトリウムおよび水分キャリアを加えたものである。水分キャリアはシリカゲル、ヒ
ドロゲル等、水分を保持できるものであれば、いかなる水分キャリアでもよい。鉄粉を用
いる場合、エマルジョンを完全乾燥して水分を抜き切ってしまわずに、コーティング中に
いくらかの水分を残すことにより、酸素吸収剤を活性化させることも可能である。アルギ
ン酸ゲルは、アルギン酸ナトリウムが２．２５重量％、ポリソルベート８０が１．０重量
％、プロピオ酸ナトリウムが０．２重量％、蒸留水が９６．５５重量％である。キサンタ
ンガムのエマルジョンは、キサンタンガム２．０重量％、イソプロピルアルコール４３重
量％、水５５重量％である。これら２つのエマルジョンを、エマルジョン１部に対して、
鉄粉９９％と電解質としての塩化ナトリウム１％から成る酸素吸収組成物１部の割合で混
ぜ合わせる。酸素吸収組成物は、酸素吸収コーティングまたは酸素吸収コンパウンドの透
明度を高めるため、粒子サイズ２－５ミクロンほどの微鉄粉にすることができる。薄膜層
またはコーティングを上記最終的なコーティングを覆うように配して、酸素吸収成分また
は吸収剤が時間経過に伴って出て行くことを確実に防いでもよい。この薄膜カバーは、酢
酸セルロースポリマー、酢酸ビニルエチレンコポリマー、酢酸ビニルホモポリマー、酢酸
エチレンコポリマー、可塑化塩化ビニルポリマー、アクリルポリマー、または酸化ポリエ
チレンホモポリマーであってよい。
【００４５】
　適した遷移金属（これは通常、亜鉛、銅、鉄、コバルト、ジルコニア等である）であれ
ばいかなるものであっても、本発明の酸素捕捉剤に用いてもよい。好ましい酸素捕捉剤で
ある還元鉄粉は、好ましくは平均粒子サイズ１～２００ｕｍ、より好ましくは平均粒子サ
イズ５～５０ｕｍ、最も好ましくは平均粒子サイズ１０～４０ｕｍである。鉄を、塩、ま
たは異なる電解質と酸性化成分の組合せと混合することができる。好ましい実施例におい
ては、鉄粒子に電解質の塩をコーティングしてもよい。鉄粒子にコーテングされる活性化
電解質成分と酸性化成分の組合せおよび相対的割合は、米国特許第６，８９９，８２２号
および、本願と同一出願人による米国公開公報第２００５／０２０５８４１号および第２
００７／０２０４５６号の教示に従って選ぶことができる。これらの文献は参照により組
み込まれる。コーティング技法としては、上記文献に記載されたドライコーティングが好
ましい。
【００４６】
　塩は、ナトリウム、カリウム、またはカルシウムをベースとする哺乳類に適した水溶性
のイオン化合物等、いかなる塩であってもよい。典型例としては、ＮａＣｌ、ＫＣｌ、Ｎ
ａ２ＨＰＯ４等がある。先行技術に開示されているように、組成物（formulation）中に
、別々の電解質塩成分と酸性化塩成分の混合物を使用するのが有利である。有効性および
コストの低さから、塩化ナトリウムが好ましい。
【００４７】
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　酸素捕捉加工品は、シリカゲル、分子篩、活性炭、粘土その他の鉱物をベースにした湿
度調整剤を含んでいてよい。この化合物は０．０１～０．８５の範囲の水分活性を達成す
るため、さまざまなレベルの水を含んでいてよい。哺乳類が摂取可能な物質が水蒸気の作
用によって劣化することの防止のみを目的とする場合には、酸素捕捉剤や二酸化炭素吸収
剤は用いずに、吸収剤および湿度調整剤としてのシリカゲル、分子篩（molecular sieve
）、活性炭、粘土（cray）等の鉱物を用いてもよい。シリカゲルは、廉価であり有効かつ
安全であるため、好ましい。米国特許第５，３２２，７０１号（Ｃｕｌｌｅｎ）に開示さ
れたような吸湿物質（参照により組み込まれる）を、湿度に敏感な物質の長期保存を可能
にするために、容器に入れてもよい。
【００４８】
　本発明のカップ４２で使用されるフィルム／テープ／リボンは、２００９年４月１日に
出願された、本願と同一出願人の米国特許出願番号第１２／４１６，６８５号に開示され
ているような、多孔性のまたは中実の、単層または多層フィルムで、鉄ベースの酸素捕捉
剤と電解質を含むものであってよい。この文献は参照により組み込まれる。フィルムは、
任意で、選択された水分活性を有する湿度調整剤から成るものであってもよい。フィルム
内に埋め込まれ、フィルム表面に曝されることのない酸素捕捉剤の場合は、多層フィルム
が好ましい。酸素吸収速度を速めるため、ある程度の孔または空洞を有するフィルムが好
ましい。押し出し時または押し出し後の処理中に、湿度調整剤をフィルムに組み込むこと
ができる。
【００４９】
　撚り線／ペーストを用いた実施例においては、酸素捕捉剤、塩および湿度調整剤から成
る、細長いまたは成形した酸素捕捉性材料の断片をカップ４２内に用いてよい。そのよう
な撚り線は、溶融押し出しによって作成する。ポリマーは、ポリエチレン、ワックス、ポ
リエチレングリコール、セルロースポリマー、ポリ乳酸およびでんぷんベースのコポリマ
ーである。湿度調整剤は、塩、シリカゲル、粘土、分子篩等の、あるレベルの湿度を含み
、一定の低い相対湿度において湿気を放出し、高い相対湿度においては湿気を吸収するも
のである。
【００５０】
　コーヒーパッケージ内の二酸化炭素を除去する方法では、二酸化炭素吸収のために特に
設計された捕捉剤を用いる。放出ガスを吸収するため、ガス透過性のポリオレフィンフィ
ルムから作られ二酸化炭素吸収微粒子を収容したパケットを、カップ４２内に配置する。
好ましいパケットは高いガス透過性を有し、水透過性は低い。吸収剤は高濃度の二酸化炭
素を吸収可能であり、コーヒー豆の芳香成分には影響を及ぼさない。二酸化炭素吸収剤は
、他の成分とともに、所定量の水酸化カルシウム、シリカゲルおよび水等を含むことがで
きる。任意で、水酸化カルシウムを、他の水酸化物（水酸化ナトリウム、水酸化カリウム
またはこれらと他の水酸化物との混合物等）で置き換えてもよい。任意で、水酸化物と共
に、あるいは水酸化物の代わりに、アルカリ、アルカリ土類、または金属の酸化物を用い
てもよい。この酸化物は酸化カルシウム、酸化アルミニウム、酸化マグネシウムを含むが
これに限定されない。これらの酸化物は、混合して使用してよい。二酸化炭素吸収剤とし
て利用しやすい範囲および処方は、Multiform Desiccants, Inc.社に譲渡された米国特許
第５，３２２，７０１号に記載されている。この文献は参照により組み込まれる。
【００５１】
　酸素のための上述した酸素吸収性物質および二酸化炭素捕捉組成物は、パケット以外の
形態でパッケージしてもよい。二酸化炭素捕捉組成物を酸素および／または二酸化炭素透
過性のカプセルまたはタブレットに封入し、そのカプセルまたはタブレットに透過性また
は半透過性のポリマー材料をコーティングしてよい。タブレットのコーティングには、酸
素および／または二酸化炭素を透過する樹脂またはポリマーであれば何を用いてもよい。
タブレットを水性高分子（water base polymer）でコーティングすることが好ましい。好
ましいコーティングのポリマーは、ヒドロキシルプロピルメチルセルロースまたはアクリ
ル系水性コーティング剤である。上記組成物をディスクまたは小板等のコンパクトな形状
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に作成し、ガス透過性または半透過性のコーティングまたはポリマーフィルムで包んでも
よい。ディスク、小板、またはタブレット作成時のコーティング方法は、ディップコーテ
ィング、スプレーコーティング、フラッシュコーティング、スピンコーティングその他、
製品作成に適応可能ないかなる公知の方法をも含むことができる。フィルム形成方法はオ
ーバーコーティング、ラミネーション、多層形成後の打ち抜き、その他のフィルム積層品
を作ることのできるいかなる公知の方法をも含むことができる。上記の酸素吸収剤の形成
方法は二酸化炭素吸収剤用の吸着材の形成に用いてよい。
【００５２】
　以下の例は、本発明の一部を示すために用いられる。これらの例は本発明の実施例を示
すものであるが、限定するものではない。比やパーセンテージは特に記載のない限り、重
量ベースである。
【００５３】
　実施例１．コーヒーと一緒にパッケージされた酸素捕捉フィルム
【００５４】
　酸素捕捉組成物を含有する押し出しフィルムを、本願と同一出願人により２００９年４
月１日に出願された米国特許出願番号第１２／４１６，６８５号の方法に従って作成し、
コーヒーの存在下での酸素捕捉性能を試験する。この文献は参照により組み込まれる。フ
ィルムは、鉄、塩化ナトリウムおよび低密度ポリエチレンの重量比１７／３／８０の混合
物を、フィルム押し出し工程により、押し出すことにより得た。これらの材料は容器内で
予め混合し、２軸押出機に入れた。押出機とダイの温度は２２０℃に設定した。約９ミル
の厚さのフィルムを６インチ（１５．２４cm）のダイから押し出して、スプールに集めた
。９ミルのフィルムのサンプルを約１平方インチ（６．４５ｃｍ２）の小片に切り、その
フィルムの表面に水滴を落とし、滴る水を拭き取って除去することにより、湿気を与えた
。このフィルムを、Tyvek（登録商標）の通気性フィルムバッグに封入した約８．８ｇの
挽いたコーヒーのパッケージと一緒に、７インチ（１７．７８ｃｍ）×７インチのプラス
チック製のバリアバッグに入れた。バリアバッグをホットシールして、Ｏ２／Ｎ２混合ガ
ス１５０ｃｃを注入し、初期酸素濃度３％以下にした。酸素捕捉速度を、MOCON社製PacCh
eck Model 450ヘッドスペースアナライザーを用いて測定した。
【００５５】
例１Ａ．酸素捕捉剤無しのコーヒー
【００５６】
　対照として、容器から取り出し１時間以上周囲の温度と環境条件に置いた、挽いたコー
ヒー約８．８ｇからなるTyvek通気性フィルムバッグを、捕捉剤無しで別のバリアバッグ
に密閉し、同じ時間経過に伴う酸素濃度の変化を調べた。
【００５７】
　表２は時間経過に伴う酸素濃度の変化の結果を、２つの異なる捕捉剤投入量について示
している。使用された捕捉剤の純重量が増えるにつれて酸素捕捉速度は増加する。フィル
ム中に捕捉剤０．５２ｇを含む開始時の酸素濃度１．９８％のサンプルでは、８８時間後
には０．０４％に減少した。フィルム中に捕捉剤０．１７ｇを含む酸素濃度２．２１％の
サンプルでは、１．０８％に減少した。捕捉剤を含まないコーヒーパケットのみのサンプ
ルの酸素濃度は、多少変動しつつ、同じ時間経過後に２．４５％から２．３７％に減少し
た。この例は、捕捉剤が、コーヒーと背景物質の組合せよりもはるかに高い酸素吸収速度
を与えることを実証した。酸素捕捉能は、使用する捕捉剤の量と作成方法によって調節す
ることができる。
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【表２】

【００５８】
　例２．コーヒーの蓋にラミネートされた酸素捕捉フィルム
【００５９】
　酸素捕捉フィルムは、鉄／塩化ナトリウム／ＰＬＡの重量比５．１／０．９／９４の混
合物を押し出すことにより得られた。ＰＬＡとしては、NatureWorks社製のPLA 2002D樹脂
を用いた。鉄は例1と同じである。ポリ（乳酸）樹脂（ＰＬＡ）の組成物を、押し出し前
に６０℃の乾燥炉で４時間以上予備乾燥させた。この混合物を２軸押出機で押し出し、幅
４インチ（１０．２cm）で厚さ４ミル（０．１０mm）のフィルムを作成した。グリーンマ
ウンテン 55ccカップコーヒーから剥がした、蓋のホイルフィルムを用いてラミネート試
験を行った。ダウ・ケミカル社の IntegralTM８０１粘着フィルムを、ラミネート試験の
接着剤として用いた。上記の押し出された鉄／ＰＬＡフィルムと上記粘着フィルムと上記
蓋フィルムとを積み重ねて、鉄／ＰＬＡ―接着剤―蓋のサンドイッチ構造を形成した。こ
の構造を熱融着機で熱プレスして、酸素捕捉蓋構造を作成した。
【００６０】
例３．コーヒーと共にパッケージングされた酸素捕捉小袋
【００６１】
　鉄ベースの酸素捕捉組成物と湿度調整剤を収容したパケットを用いて試験を行った。こ
のパケットは、約１インチ（２．５４ｃｍ）×０．５インチ（１．２７ｃｍ）のサイズで
、ポリオレフィンフィルムで構成されている。このパケットは、マルチソーブテクノロジ
ーズ社が特許を取得した鉄ベースの捕捉剤と湿度保持物質を収容していた。このパケット
は重量比で鉄約４０％、塩化ナトリウム約１０％、シリカゲル約５０％と幾分かの水分か
ら成る。このパケットの水分活性は０．４～０．８の範囲であった。このパケットをコー
ヒーと一緒に１５０ｃｃのバリアバッグに入れ、例１で記載したように試験を行った。MO
CON社製PacCheck Model 450ヘッドスペースアナライザーを用いて酸素捕捉特性を測定し
た。表３は酸素捕捉結果を示す。この結果は、酸素濃度が時間と共に急速に減少したこと
を実証した。捕捉速度は、例１で示した、コーヒーと背景物質の酸素吸収速度よりもはる
かに速かった。
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【表３】

【００６２】
　例４．酸素捕捉性アクリルコーティング剤
【００６３】
　Zeneca Resins社製のNeocryl A-5117を用いて、アクリルエマルジョンを作成した。こ
のアクリルエマルジョン５０重量％と、塩化ナトリウム２重量％を含む２００メッシュ電
解鉄還元鉄５０重量％から成る組成物を、８平方インチ（２０平方センチ）のポリプロピ
レン基材にコーティングして、熱で乾燥させた。コーティングの重量は１平方インチ（６
．４５ｃｍ２）当たり０．１３５ｇであった。次にこの酸素捕捉コーティングを、空気５
００ｃｃまたは酸素１００ｃｃが入っている試験容器に、水分飽和状態にある２平方イン
チ（１２．９ｃｍ２）の吸い取り紙と共に入れた。３つのサンプルについて試験を行った
。
【表４】

【００６４】
例５．酸素捕捉性ポリ酢酸ビニルコーティング
【００６５】
　水エマルジョン中のポリ酢酸ビニルはAir Products社製のVinac XX-210を使って作成し
た。このポリビニルエマルジョン４３重量％と、鉄混合物５７重量％とを組み合わせた。
鉄混合物は、塩化ナトリウム２重量％と２００メッシュ電解還元鉄粉を含む。次にこの組
成物を、８平方インチ（５１.６ｃｍ２）のポリプロピリン基材に、１平方インチ(６．４
５ｃｍ２)当たり０．０２６ｇの重量でコーティングした。次に、その結果得られたコー
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ティングを、空気５００ｃｃまたは酸素１００ｃｃが入っている試験容器に入れた。サン
プルと共に湿度の源も試験容器内に入れた。３つのサンプルについて試験を行った。
【表５】

【００６６】
例６．押し出された二酸化炭素捕捉シート
【００６７】
　水酸化カルシウム（Ca(OH)２）粉としてのVitaCal-Hを、Mississippi Lime Company社
から入手した。入手したままの粉を、挽いたシリカゲル（SG）粉と混合した。このシリカ
ゲル粉の平均粒子サイズは約６ミクロンで、Vita-CalH／SGの重量混合比は７５／２５で
あった。次にこの混合物を、LynodellBasell Industries社から入手した低密度ポリエチ
レン樹脂としてのPetrothene GA502024と混合し、以下の混合重量比を得た：Ca(OH)2／SG
／LDPE＝３０／１０／６０および４０／１０／５０。
【００６８】
　シート材を作るために、これらの混合物を、フラットシートダイを取り付けた単軸押出
機で押し出した。ある押出し工程では、Reedy International Co. 社から入手したSAFOAM
 FPN3-40を添加し、空洞または孔を含むサンプルを作製した。この押出機を１６０～２２
０℃の温度範囲に設定し、ダイを２２０℃に設定した。押し出されたシートは厚さ約３０
～４０ミル（０．７６ｍｍ～１０．１６ｍｍ）であり、空冷して、ロールに巻きつけた。
【００６９】
　押し出したシートから約０．４～０．７ｇのサンプルを切り出し、二酸化炭素捕捉試験
に用いた。サンプルに水で予め水分を含ませ（水和させ）、含水量約１～５％を得た。そ
の後、サンプルをホイルパウチに密閉した。このホイルパウチには、二酸化炭素約２５～
２０％と窒素を含む気体６００ｃｃが充填された。MOCON社製 Model 333 PacCheckアナラ
イザーを用いて、時間経過に伴う二酸化炭素の濃度を測定した。吸収された二酸化炭素の
量（ｃｃ）を捕捉試験データとして表６に示す。表示された「組成」は、Ca(OH)2/SG/LDP
Eの重量比を意味する。追加パーセントとして、SAFOAM FPN3-40を添加した。データは、
２４時間から７２時間と時間が経過するにつれて、二酸化炭素が効果的に吸収されたこと
を示した。
【００７０】
【表６】

【００７１】
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例７．射出成形された二酸化炭素捕捉ディスク
【００７２】
　例７と同じCa(OH)2およびシリカゲルを用いた。International Fiber Company社から木
質繊維としてSolka-flocを入手した。ポリプロピレンはSunoco CP360H樹脂である。エラ
ストマーとしてKraton　G 1657をKraton Polymers社から入手した。これらの材料を混合
して、次の重量比を得た。Ca(OH)2／SG／Solka-floc／PP／Kraton 1657＝４８／６／６／
３６／４。
【００７３】
　上記材料を２軸混練機で２００～２５０度の温度で混練し、ヒモ状に押し出して、水中
で冷まし、ペレットにした。混練したペレットをシングルショット射出成形機で射出成形
し、直径１．３インチ（３．３ｃｍ）のディスクを形成した。前述の手順にしたがい、デ
ィスクの二酸化炭素捕捉性能を試験した。試験データは、試験時間の経過とともに、ディ
スクが徐々に二酸化炭素を吸収したことを示した。水分付与（水和）前にディスク表面を
紙やすりでざらざらにすると、吸収率が上昇した。表７は、試験前にやすりをかけ、１％
の水を付与した射出成形ディスクのデータを示している。
【００７４】
【表７】

【００７５】
　例８．コーティングされた二酸化炭素捕捉板紙
【００７６】
　上述と同じ吸着剤成分を用いてコーティング組成物を作成した。ポリビニルピロリドン
（PVP）としてのLuvitec K30（BASF）とポリエチレングリコール６０００（Aldrich Chem
ical社製）を用いて、コーティング溶液を作成した。PVPを水に溶かして、１７重量％溶
液を作成した。PEGを水に溶かして、４８重量％溶液を作成した。両水溶液は透明で、残
留物はなかった。水中の樹脂含有量が約４５％となるように、PEG溶液とPVP溶液を９０／
１０の比で合わせて混合液を作った。この溶液をCa(OH)2およびSGと混合して、次のコー
ティング組成から成るコーティング溶液を作った。Ca(OH)2／SG／(PEG/PVP)＝４０／１０
／５０。
【００７７】
　この溶液を２０ミル（０．５１ｍｍ）の板紙の基材にコーティングし、１１５℃の炉で
２時間以上乾燥させて、水分を除去した。コーティングされたサンプルをカットし、濡れ
たスポンジで水分を与え（水和させ）、これを用いて、前記と同じ試験方法で二酸化炭素
捕捉試験を行った。試験データを表８に示す。試験時間の間に、二酸化炭素が急速に吸収
されたことが分かる。
【００７８】
【表８】
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【００７９】
　ヒドロキシプロピルセルロース樹脂（Hercules Klucel EF)を水に溶かして、均一な別
のコーティング溶液を作成した。Ca(OH)2とSGをこの溶液に混ぜ、重量比約Ca(OH)2／SG／
Klucel＝７０／１０／２０のペースト状組成物を作った。Klucelはこの固形組成物の結合
剤の役を果たした。このペースト状組成物を同じ板紙に加圧し、乾燥させて、多孔性のコ
ーティングを形成した。この加圧されたコーティングは脆弱ではあるが、試験中損傷する
ことはなかった。濡れたスポンジで水分を与え（水和させ）、重量の増加を記録した。こ
の高固体負荷（high solid loading）のサンプルの二酸化炭素捕捉性能を試験した。表９
に示す試験データは、高い吸収能により、試験時間の間に二酸化炭素が急速に吸収された
ことを示した。
【００８０】
【表９】

【００８１】
例９．二酸化炭素吸収混合剤を充填したカプセル
【００８２】
　プラスチックカプセルにマルチソーブテクノロジーズ社の二酸化炭素吸収剤（半乾燥の
流動性を有する顆粒）を手で充填し、二酸化炭素の無い環境を作った。このカプセルは通
気性があり、半剛性、熱湯に対してある程度耐性を有している。このデバイス（カプセル
）は、さまざまな温度で貯蔵されたコーヒー充填容器から二酸化炭素を徐々に吸収するこ
とを可能にする。この二酸化炭素カプセルは、通気性の無いカップの（コーヒーからの二
酸化炭素放出による）膨張を抑え、焙煎したてのコーヒーの粉および顆粒の芳香および油
分を増加または維持する。このカプセルに封入された組成物の比は、Ca(OH)2／SG＝６７
／３３で、水を含有したシリカゲルを含んでいる。正味の組成は、重量比Ca(OH)2／SG／H

2O＝６７／２０／１３である。この混合物はカプセルに収容されたさらさらの粉状である
。二酸化炭素捕捉データを表１０に示す。
【００８３】

【表１０】

【００８４】
例１０．二酸化炭素捕捉剤から成るタブレット
【００８５】
　例１０で用いられた組成物を、通常のコールドプレス機またはホットプレス機の金型で
圧縮してタブレットにした。その後で、タブレットの表面にポリエチレンの粉をコーティ
ングした。コーティングされたタブレットを加熱室で、ポリエチレンの融点よりも低いけ
れども、コーティングした粉の粒子を溶解するのに十分な温度で加熱した。コーティング
されたタブレットを相対湿度８０％の室温の環境に１６時間置いて調整した。タブレット
は表１１に示す二酸化炭素捕捉特性を示した。
【００８６】
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【表１１】

【００８７】
例１１．焼結構造を有する二酸化炭素捕捉ディスク／要素
【００８８】
　例７と同じCa(OH)2およびシリカゲルを用いた。International Fiber Company社から木
質繊維としてSolka-flocを入手した。ポリプロピレンはSunoco CP360H樹脂である。エラ
ストマーとしてKraton G1657をKraton Polymers社から入手した。これらの材料を混合し
て、次の重量比の材料を作った。Ca(OH)2／SG／Solka-floc／PP／Kraton 1657＝４８／６
／６／３６／４。
【００８９】
　上記材料を２軸混練機で２００～２５０℃の温度で混練し、水中で冷まし、ペレットに
した。その後、このペレットを挽いて、比較的小さな粒子サイズの粉にする。すると、活
性成分の一部が露出される。この露出が吸収速度を速める。挽かれた活性材料を金型内で
熱と圧力をかけて溶解する。その結果、活性表面積が増加した、多孔性の焼結構造ができ
る。
【００９０】
上記の例１～１１の材料は、本発明のサポートのカップ４２内で捕捉剤または吸収剤とし
て使用してよい。

【図１】

【図２】

【図３】



(20) JP 5905902 B2 2016.4.20

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【図１１】
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